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て
い
る
。
最
後
の
29
丁
ウ
は
七
十
九
歌
の
途
中
ま
で
で
終
わ
っ
て
お
り
、
寛
永

版
本
巻
一
と
比
較
し
て
二
丁
分
欠
落
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
（
画
像
５
・
６
）。

巻
二
以
降
も
あ
っ
た
の
か
、
巻
一
の
み
だ
っ
た
の
か
も
不
明
で
あ
る
。

当
写
本
は
平
成
一
一
年
に
古
書
店
よ
り
購
入
し
た
も
の
で
、
そ
の
際
の
記
録（

３
）

に
、

万
葉
集
巻
第
一
。
江
戸
後
期
写
。
諸
平
云
朱
筆
注
釈
入　

一
冊

表
紙
に
題
簽
、
書
名
は
な
い
。
万
葉
集
巻
第
一
の
大
部
分
が
書
写
さ
れ

て
お
り
、
後
半
部
が
少
し
欠
け
て
い
る
が
、
朱
筆
に
よ
る
書
き
入
れ
は
た

い
へ
ん
多
い
。「
諸
平
云
」
か
ら
は
じ
ま
る
注
釈
が
書
き
入
れ
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
諸
平
は
、
江
戸
後
期
の
歌
人
、
国
学
者
加
納
諸

平
と
思
わ
れ
る
。
本
居
宣
長
の
子
本
居
大
平
の
門
弟
で
、
遠
江
国
学
の
流

を
汲
み
、
柿
園
派
と
称
せ
ら
れ
る
。
こ
の
写
本
は
自
著
か
、
門
弟
に
よ
る

講
義
録
か
と
思
わ
れ
、
国
学
者
諸
平
の
『
万
葉
集
』
に
対
す
る
考
え
方
が

反
映
さ
れ
た
数
少
な
い
資
料
と
し
て
重
要
で
あ
る
。「
諸
平
云
」「
諸
平
按
」

の
他
、「
鈴
屋
云
」「
師
云
」
等
の
校
合
の
あ
と
が
見
ら
れ
る
。

と
の
説
明（

４
）

が
残
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
近
年
当
館
蔵
万
葉
集
を
調
査
さ
れ
た
乾
善
彦
氏（

５
）

の
報
告
に
、

・
ロ
32　

万
葉
集
巻
第
一

版
本
の
本
文
の
み
を
写
し
、
朱
で
注
を
加
え
た
も
の

巻
一
、
二
十
九
丁
ウ
ま
で
（
末
二
丁
欠
）

書
き
入
れ
と
し
て
、
鈴
、
本
居
氏
、
師
説
、
縣
居
、
考
、
岡
、
谷
川
氏
、

一
　
は
じ
め
に

当
館
が
所
蔵
す
る
万
葉
集
写
本
の
中
に
、
題
簽
も
写
本
自
体
の
奥
書
も
な
く
、

詳
細
不
明
の
一
冊
が
あ
る（

１
）

。

は
じ
め
の
３
丁
分
に
「
萬
葉
第
一
奥
書
／
文
永
十
年
八
月
八
日
於
鎌
倉
書
写

畢
…
文
永
三
年
八
月
十
八
日　

権
律
師
仙
覚
」
の
元
奥
書
を
も
つ
、
寛
永
版
本

と
同
形
態
の
本
で
あ
る
。
写
本
全
体
を
通
し
て
字
配
り
（
改
行
・
改
丁
・
文
字

の
高
さ
）
等
も
寛
永
版
本
に
一
致
す
る
が
、
版
本
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
書
写

し
た
も
の
で
あ
る
。

１
丁
オ（

２
）

か
ら
６
丁
オ
ま
で
万
葉
集
巻
一
の
目
録
が
あ
り
、
所
々
に
朱
の
片
仮

名
傍
訓
と
「
大
須
本
ナ
シ
」（
後
述
）
の
注
記
が
あ
る
。

７
丁
オ
か
ら
巻
一
の
歌
本
文
が
は
じ
ま
り
、
そ
の
右
ペ
ー
ジ
に
あ
た
る
６
丁

ウ
は
寛
永
版
本
で
は
空
白
だ
が
、
こ
こ
か
ら
朱
で
大
量
に
書
き
入
れ
が
は
じ
ま

る
（
論
文
末　

画
像
１
）。
全
体
に
頭
注
・
傍
注
・
傍
訓
・
貼
紙
な
ど
で
朱
が
入
っ

奈
良
県
立
万
葉
文
化
館
蔵

　『
萬
葉
集
巻
第
一
』
か
ら
見
る
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す
る
と
、
朱
の
文
字
の
方
が
や
や
鋭
い
印
象
を
受
け
、
ハ
ネ
部
分
も
長
め
で
、

籠
の
最
後
の
画
の
書
き
様
な
ど
も
異
な
っ
て
お
り
、
同
筆
と
即
断
で
き
な
い
。

た
だ
し
、
墨
で
は
文
字
間
隔
や
字
体
な
ど
を
寛
永
版
本
に
合
わ
せ
て
い
る
点

を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
墨
で
書
か
れ
た
「
龍
」
の
最
後
が
「
マ
」
の
よ

う
な
形
で
、「
美
」
の
重
心
が
や
や
右
よ
り
で
あ
り
、「
母
」
の
字
が
縦
長
で
あ

る
の
も
、
寛
永
版
本
に
寄
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
朱
は
限
ら
れ
た
ス

ペ
ー
ス
に
細
か
く
書
き
入
れ
る
と
い
う
状
況
や
使
用
し
た
筆
の
違
い
も
考
慮
す

る
と
、
別
人
の
筆
と
も
断
定
で
き
な
い
。

正
明
、
道
麿
、
建
正
、
荷
田
御
風
、
山
路
介
寿
、
久
葛
（
藤
本
）、
千
蔭
、

諸
平
按
（
貼
紙
）、
玉
勝
間
、
逍
遥
院
口
伝
な
ど
の
名
が
み
え
る
。

と
の
紹
介
も
あ
り
、
い
ず
れ
も
「
諸
平
云
」「
諸
平
按
」
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
写
本
の
書
写
者
が
加
納
諸
平
で
あ
る
可
能
性
に
つ
い
て
、
朱
・
墨
の
順
に

検
討
し
た
い
。

ま
ず
朱
に
つ
い
て
、「
諸
平
按
」
の
貼
紙
が
複
数
あ
り
、
諸
平
以
外
の
貼
紙

は
な
い
。
ま
た
、
書
き
入
れ
内
に
諸
平
以
後
の
人
物
・
書
物
の
引
用
も
な
い
。

朱
は
加
納
諸
平
の
可
能
性
が
高
い
と
推
定
し
た
上
で
、
東
洋
大
学
附
属
図
書
館

所
蔵
加
納
諸
平
の
草
稿
二
種
①
②（

６
）

と
当
館
所
蔵
本
の
朱
の
書
き
入
れ
（
★
）
と

を
比
較
し
た
。
カ
タ
カ
ナ
は
誰
が
書
い
て
も
差
が
出
づ
ら
く
断
定
し
が
た
い
が
、

諸
平
は
強
弱
の
あ
る
書
き
方
で
、「
レ
」
や
「
ル
」
の
縦
が
短
く
、「
へ
」
を
扁

平
（
上
括
弧
に
似
た
形
）
に
書
き
、「
シ
」「
エ
」
の
最
後
を
長
く
伸
ば
し
て
書
く
。

②★

②★

①★

な
お
調
査
が
必
要
だ
が
、
現
時
点
で
は
諸
平
筆
と
見
て
お
き
た
い
。

続
い
て
、
墨
と
朱
は
同
筆
と
見
て
よ
い
か
。
歌
本
文
（
墨
）
の
一
部
を
朱
で

写
し
て
い
る
箇
所
を
比
較
し
て
み
る
。

小
字
の
朱

墨

（
７
）
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こ
れ
ら
を
比
較
す
る
と
同
筆
と
み
て
違
和
感
は
な
い
。
諸
平
の
手
元
に
別
人

に
よ
る
版
本
の
写
本
が
あ
っ
た
と
考
え
る
よ
り
は
、
令
書
本
か
、
自
身
が
写
し

た
も
の
と
考
え
る
方
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。

論
文
末
の
画
像
１
・
３
か
ら
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
こ
れ
ほ
ど
細
か
く
大

量
の
書
き
入
れ
を
施
す
に
あ
た
っ
て
は
、
万
葉
集
に
対
す
る
大
い
な
る
関
心
が

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
諸
平
の
書
き
入
れ
内
容
を
詳
細
に
検
討
し
、
当
写
本

の
性
格
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

二
　
加
納
諸
平
と
万
葉
集

加
納
諸
平
は
、『
国
史
大
辞
典
』
に
よ
る
と
、

加
納
諸
平　

一
八
〇
六
―
五
七　

江
戸
時
代
末
期
和
歌
山
藩
の
歌
人
、

国
学
者
。
通
称
小
太
郎
・
舂
太
・
臼
太
・
杏
仙
・
兵
部
。
名
は
は
じ
め
諸
平
、

一
時
、
長
樹
・
兄
瓶
と
称
し
、
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
諸
平
に
か
え
っ

た
。
号
を
柿
園
と
い
う
。
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
に
、
遠
江
浜
名
郡
白

須
賀
（
静
岡
県
湖
西
市
）
で
、
代
々
酒
造
業
を
営
み
本
居
宣
長
の
高
弟
で

小
字
の
朱墨

国
学
者
・
歌
人
で
も
あ
っ
た
夏
目
甕
麿
と
末
と
の
間
に
生
ま
れ
た
。
文
政

六
年
（
一
八
二
三
）
和
歌
山
藩
医
師
加
納
伊
竹
の
養
子
と
な
り
、
医
学
の

ほ
か
に
、
本
居
大
平
か
ら
国
学
を
学
ぶ
。
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）『
紀

伊
続
風
土
記
』
編
纂
員
に
任
ぜ
ら
れ
三
人
扶
持
、
四
年
和
学
出
仕
を
命
ぜ

ら
れ
国
学
者
と
し
て
藩
に
認
め
ら
れ
、
同
六
年
『
紀
伊
国
名
所
図
会
』
第

三
編
新
撰
を
命
ぜ
ら
る
。
和
歌
山
藩
の
国
学
所
設
立
に
尽
力
し
、
安
政
三

年
国
学
所
総
裁
、
翌
年
六
年
二
十
四
日
、
書
斎
で
没
。
五
十
二
歳
。
和
歌

山
湊
道
場
町
海
善
寺
に
葬
る
。『
紀
伊
続
風
土
記
』『
紀
伊
国
名
所
図
会
』

『
類
題
鰒
玉
集
』
の
編
集
、歌
集
『
秋
風
集
』『
柿
園
詠
草
』、註
釈
書
『
万

葉
名
所
集
』
な
ど
が
あ
る
。

と
い
う
人
物
で
あ
る
。
実
父
が
本
居
宣
長
の
高
弟
、
自
身
が
本
居
大
平
の
門
人

で
あ
り
、
遠
江
と
紀
伊
に
ゆ
か
り
が
深
い
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。

加
納
諸
平
に
つ
い
て
は
、
山
本
嘉
将
氏
の
研
究
に
詳
し
い（

８
）

。
氏
が
加
納
諸
平

の
研
究
業
績
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
る
中
に
、
次
の
よ
う
な
興
味
深
い
記
述
が

あ
る
。
当
写
本
に
か
か
わ
る
と
考
え
ら
れ
る
、
重
要
な
解
説
で
あ
る
。

万
葉
集
註
解　

着
手
し
て
ゐ
た
と
推
定
す
る
著
述　
書
名
仮
称
成
否
未
詳

天
保
七
年
（
諸
平
三
十
一
歳
）
の
鷲
見
安
喜
宛
書
簡
に
、
諸
平
自
身
が

こ
の
点
に
ふ
れ
て
を
り
、
其
の
他
に
も
考
え
得
る
ふ
し
が
多
い
。
諸
平
の

発
言
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
か
な
り
構
想
の
大
き
い
も
の
で
あ
る
。

万
葉
集
中
、
御
考
共
無
御
座
候
や
承
度
候
。
小
生
儀
、
兼
而
万
葉
註

解
に
志
御
座
候
処
、
此
ほ
ど
中
、
を
り

講
尺
の
時
、
少
々
づ
つ
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こ
の
と
き
諸
平
は
、
紀
州
藩
内
特
に
そ
の
柿
園
社
中
を
勧
進
し
て
得
た

金
八
両
を
寄
進
し
て
ゐ
る
が
、
そ
の
前
年
に
、
石
川
依
平
の
勧
誘
に
答
へ

て
彼
に
送
っ
た
書
簡
の
中
に
「
実
に
此
翁
な
か
り
せ
ば
と
、
神
と
も
神
と

あ
ふ
ぎ
尊
居
申
候
」
と
も
「
い
か
で
遠
江
の
古
学
本
源
を
忘
れ
ざ
る
や
う

に
と
祈
居
候
」
と
も
言
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
遠
江
の
古
学
本
源
を
仰
ぐ

こ
と
は
、
そ
の
中
に
そ
の
国
に
生
れ
た
自
己
の
使
命
を
感
じ
て
の
発
言
で

あ
っ
て
、
か
か
る
が
故
に
県
居
霊
社
建
立
の
認
可
の
あ
っ
た
天
保
六
年
七

月
に
は
、
諸
平
は
先
人
追
慕
の
あ
ま
り
に
実
に
大
き
な
希
望
に
燃
え
た
の

で
あ
る
。
す
な
は
ち
同
年
七
年
廿
九
日
の
条
に
『
村
田
春
門
日
記
』
の
録

す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
方
朗
が
春
門
に
対
し
て
「
加
納
諸
平
、
万
葉
集

詳
解
と
申
も
の
凡
百
巻
、
別
記
二
十
巻
ば
か
り
に
も
可
成
哉
、
著
述
発
願

云
々
」
と
通
信
し
た
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
研
究
に
対
す
る
彼
の
希
望
は
具

体
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
其
の
後
ど
の
程
度
に
こ
の
著
を
進
め
た
か
は
分

ら
な
い
。
た
ゞ
終
生
関
心
を
持
っ
て
ゐ
た
で
あ
ろ
う
と
思
ふ
こ
と
は
、
彼

が
急
逝
す
る
直
前
に
書
斎
で
手
に
し
た
の
が
万
葉
巻
一
の
写
本
で
あ
っ

た
と
小
谷
古
蔭
は
報
告
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
詳
解
の
こ
と
に
着
手
も
し
、

あ
る
程
度
は
進
ん
で
ゐ
た
の
で
あ
ら
う
が
、
何
れ
に
し
て
も
そ
の
成
否
は

未
詳
で
あ
る
。
な
ほ
安
喜
宛
書
簡
に
見
え
る
諸
平
の
万
葉
集
の
講
義
に
関

し
て
は
、
そ
の
開
始
の
時
期
、
す
は
な
ち
天
保
七
年
の
頃
本
居
内
遠
に
従

学
し
て
そ
の
家
に
寄
宿
し
て
ゐ
た
桐
林
広
滋
が
、
講
席
で
ノ
ー
ト
し
た
も

の
が
手
許
に
あ
る）

10
（

。

自
他
の
考
を
書
た
て
か
け
候
を
は
じ
め
に
致
候
。

追
々
註
し
候
心
得
に
御
座
候
間
、
何
に
も
あ
れ
彼
書
に
預
り
候
御
考

等
、
御
き
か
せ
被
下
度
候
。
尤
、
作
者
の
系
図
、
草
木
の
類
、
図
に

て
わ
か
り
候
も
の
は
図
を
も
加
へ
申
度
、
大
に
委
敷
致
候
つ
も
り
に

て
、
実
は
古
言
の
み
な
ら
ず
、
大
抵
上
世
の
事
跡
を
解
た
て
て
、
書

紀
の
末
方
よ
り
続
紀
中
の
事
実
の
補
助
と
も
な
さ
ん
と
の
心
得
に
候

へ
ば
、地
名
等
の
解
も
可
相
成
は
、地
図
を
さ
へ
そ
へ
ば
や
と
奉
存
候
。

（
天
保
七
年
鷲
見
安
喜
宛　

架
蔵
）

こ
の
よ
う
に
、
諸
平
の
書
簡
が
引
用
さ
れ
て
い
る（

９
）

。
山
本
氏
は
諸
平
研
究
の

第
一
人
者
で
あ
り
、
関
係
資
料
を
多
数
所
蔵
し
て
い
た
が
、
当
写
本
は
見
て
い

な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
、
諸
平
が
万
葉
集
の
注
解
に
志
が
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
、
講
釈
し
な
が
ら
具
体
的
に
書
き
始
め
て
い
る
こ
と
が
こ
の
書
簡
か
ら

わ
か
る
。
傍
線
を
付
し
た
よ
う
に
、
日
本
書
紀
・
続
日
本
紀
の
事
実
の
補
助
に

し
た
い
と
の
思
い
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
諸
平
の
情
熱
の

源
泉
は
真
淵
へ
の
思
慕
で
あ
っ
た
と
、
山
本
氏
が
続
い
て
述
べ
て
い
る
。

真
淵
の
思
慕
に
つ
い
て
、
そ
の
郷
里
遠
江
で
は
、
す
で
に
夏
目
甕
麿
に

よ
っ
て
真
淵
の
自
筆
草
稿
『
万
葉
集
遠
江
歌
考
』
の
刊
行
の
挙
が
あ
っ
た

が
、
当
時
甕
麿
が
念
願
し
た
県
居
霊
社
の
建
立
に
つ
い
て
は
、
引
続
き
高

林
方
朗
や
石
川
依
平
ら
に
よ
っ
て
引
き
継
が
れ
、
そ
の
功
を
奏
し
て
同
志

の
岡
部
出
雲
が
呼
び
出
し
を
受
け
て
藩
か
ら
霊
社
建
立
の
認
可
を
受
け
た

の
が
、
天
保
六
年
の
七
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
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遠
江
出
身
の
諸
平
は
、
賀
茂
真
淵
へ
の
熱
い
思
い
が
あ
り
、
そ
れ
が
万
葉
集

研
究
に
向
か
わ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
天
保
七
（
一
八
三
七
）
年
ご
ろ
か
ら
一

八
五
七
年
亡
く
な
る
間
際
ま
で
万
葉
集
に
特
別
な
思
い
を
抱
い
て
い
た
。

当
館
所
蔵
巻
一
の
書
き
入
れ
が
い
つ
の
時
点
の
も
の
か
は
判
断
し
か
ね
る
が
、

諸
平
の
真
淵
に
対
す
る
思
い
と
、
日
本
書
紀
・
続
日
本
紀
の
事
実
を
補
助
し
た

い
と
い
う
学
問
的
関
心
は
確
か
に
書
き
入
れ
に
も
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る

（
後
述
）。
以
下
、
本
論
文
内
に
お
い
て
、
当
館
所
蔵
諸
平
書
き
入
れ
本
の
万

葉
集
巻
一
を
「
諸
平
本
」
と
仮
称
す
る
。

三
　
本
居
宣
長
手
沢
本
と
の
関
係

諸
平
本
の
書
き
入
れ
内
容
を
調
べ
て
い
た
と
こ
ろ
、
本
居
宣
長
記
念
館
所

蔵
の
宣
長
手
沢
本）

11
（

が
諸
平
本
と
驚
く
ほ
ど
一
致
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。

き
っ
か
け
は
城
崎
陽
子
氏
の
論）

12
（

に
挙
げ
ら
れ
て
い
た
翻
刻
で
あ
る
。

た
と
え
ば
諸
平
本
６
丁
ウ
（
目
録
の
裏
、
巻
頭
歌
の
前
）
の
書
き
入
れ
の
う

ち
、
手
沢
本
と
の
一
致
部
分
を
傍
線
（
異
同
箇
所
傍
点
）
で
示
す
と
、

①
栄
花
物
語
月
宴
巻
云
ム
カ
シ
高
野
ノ
女
帝
ノ
ミ
ヨ
天
平
勝
宝
五
年
ニ
ハ

左
大
臣
橘
諸・
・
・
・
・
・
・
・

兄
卿
大
夫
等
集
リ
テ
万
葉
集
ヲ
エ
ラ
ハ
セ
タ
マ
ヒ

②
二
条
良
基
公
ノ
サ
ヨ
ノ
祢・
・
・
・

覚
ニ
云
顕
昭
ト
イ
ヒ
シ
人
日
本
紀
ノ
神
代
ヨ

リ
ノ
歌
ノ
心
ヲ
カ
キ
ア
ラ
ハ
シ
仙
覚
ト
云
ヒ
シ
モ
ノ
万
葉
ノ
ム
ネ
ヲ

エ
ラ
ヒ
三
百
余
首
順
タ
ニ
モ
ヨ
ミ
ト
カ
サ
ル
点
ヲ
ク
ハ
ヘ
侍
リ

③
万
葉
集
橘
諸
兄
撰
聖
武
帝
勅
家
持
同
撰
云
々
此
説
非
也
家
持
自
分
ノ
撰

ナ
リ

④
御
宇
古
ノ
文
ニ
ハ
ス
ヘ
テ
某
ノ
宮
ニ
天
下
宇
ス
天
皇
ノ
御
世
ト
申
セ
ル

事
ナ
ル
ヲ
後
世
ノ
俗
文
ニ
ハ
ナ
ベ
テ
某
天
皇
ノ
御
宇
ト
申
ハ
非
也
御
宇
ハ

天
下
所
知
看
ト
云
事
ニ
テ
御
宇
時
御
宇
ノ
世
ナ
ト
ゝ
コ
ソ
云
ケ
レ
タ
ゝ
ニ

御
宇
ト
ノ
ミ
ニ
テ
ハ
其
時
ト
云
事
ニ
ハ
ナ
リ
カ
タ
キ
ゾ
カ
シ

⑤
続
紀
九
ノ
九
丁　

養
老
六
年
ノ
文
ニ
藤
原
宮
御
宇
大
上
天
皇
ト
ア
リ

⑥
籠
母
与 

夫
木
卅
三 

コ
ケ
コ
ロ
モ
、
チ
フ
ク
シ
モ
ヨ
ミ
、
フ
ク
シ
モ

テ
、
コ
ノ
ヲ
カ
ニ
、
ナ
ツ
ム
ス
コ
、
イ
ヘ
キ
ケ
、
ト
ア
リ 

昔
ハ
籠コ

ケ

コ

毛
與

美ロ

モ
籠
母
云
々
ト
訓
シ
ニ
ヤ

⑦
縣・
・
・

居
説 

須
児
ハ
シ
ツ
コ
也

⑧
尾
張
名
児
屋
大
須
真
福
寺
所
蔵
万
葉
集
巻
一
ノ
残
簡
一
冊
ア
リ
其
本
ハ

端
書
ヲ
上
テ
書
テ
歌
ヲ
下
ケ
テ
書
リ 

訓
ハ
印
本
ト
同・
・
・
・

シ
サ
マ
也

と
、
八
項
目
中
七
項
目
ま
で
が
手
沢
本
と
一
致
し
て
い
る
。
但
し
手
沢
本
で
は

①
が
６
丁
ウ
の
書
き
入
れ
１
、
②
が
６
丁
ウ
の
貼
紙
２
、
③
が
６
丁
ウ
の
書
き

入
れ
２
、
⑤
が
７
丁
オ
の
貼
紙
２
、
⑥
が
７
丁
オ
の
貼
紙
１
、
⑦
が
６
丁
ウ
の

貼
紙
３
、
⑧
が
６
丁
ウ
の
貼
紙
１
と
な
っ
て
お
り
、
順
序
や
形
式
は
大
き
く
異

な
っ
て
い
る
（
論
文
末
画
像
１
・
２
を
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
）。

①
の
「
諸
兄
卿
大
夫
等
集
リ
テ
」
は
手
沢
本
「
卿
諸
兄
諸
卿
大
夫
等
ア
ツ
マ

リ
テ
」、②
の
「
祢
覚
ニ
云
」
は
手
沢
本
「
ネ
サ
メ
ニ
云
ク
」、⑦
の
「
縣
居
説
」

は
手
沢
本
「
師
説
【
加
茂
縣
主
】」、
⑧
の
「
同
シ
サ
マ
」
が
手
沢
本
「
同
シ
書
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る
。さ

ら
に
そ
れ
を
受
け
継
ぎ
、
諸
平
自
身
の
写
本
に
書
き
込
ん
だ
の
が
当
館
所

蔵
諸
平
本
で
あ
る
。
諸
平
本
の
朱
の
書
き
入
れ
の
内
容
に
は
、
大
き
く
二
層
あ

る
こ
と
に
な
る
。

・
宣
長
手
沢
本
（
あ
る
い
は
そ
の
写
本
）
を
写
し
た
も
の）

15
（

・
諸
平
が
新
た
に
注
し
た
も
の

諸
平
本
の
書
き
入
れ
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
多
数
の
人
名）

16
（

・
書
名
が
見
え
る

が
、
す
で
に
手
沢
本
に
あ
る
も
の
も
多
い
。
新
た
に
諸
平
が
付
し
た
注
と
、
も

と
あ
っ
た
注
を
区
別
す
る
た
め
、
手
沢
本
に
あ
る
も
の
に
は
網
掛
け
、
手
沢
本

に
な
い
も
の
に
＊
を
付
し
た
。
た
だ
し
こ
れ
は
手
沢
本
巻
一
と
諸
平
本
の
書
き

入
れ
と
を
比
較
し
た
限
り
の
こ
と
で
あ
り
、
＊
を
付
し
た
も
の
が
手
沢
本
に
存

在
し
な
い
こ
と
を
保
証
す
る
も
の
で
は
な
い
。

①
鈴
＝
本
居
宣
長
（
手
沢
本
で
は
「
宣
」）

＊
②
本
居
氏　

＊
③
師　

手
沢
本
に
な
い
「
師
」
説
多
く
有
り
。

④
縣
居
＝
賀
茂
真
淵
（
手
沢
本
で
は
「
師
」）

＊
⑤
考
＝
万
葉
考　

⑥
岡
＝
岡
部　

賀
茂
真
淵
（
手
沢
本
で
は
「
師
」）

⑦
谷
川
氏
＝
谷
川
士
清

⑧
正
明
＝
石
原
正ま

さ
あ
き
ら明
（
手
沢
本
で
は
「
石
原
正
聴
」）　

⑨
道
麿
＝
田
中
道
麿　

サ
マ
」
に
な
っ
て
い
る
な
ど
、
細
か
な
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
内
容
は
ほ
ぼ
同

じ
で
あ
る
。

城
崎
氏
の
論
に
記
さ
れ
て
い
た
六
首
分
（
一
・
二
・
三
・
四
・
八
・
九
番

歌
）
の
手
沢
本
の
翻
刻
と
諸
平
本
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
６
丁
ウ
と
同
様
、
や

は
り
手
沢
本
に
一
致
す
る
書
き
入
れ
が
多
く
み
ら
れ
た
。
そ
こ
で
本
居
宣
長
記

念
館
に
巻
一
全
体
の
調
査
に
う
か
が
っ
た
。
先
の
⑧
に
大
須
真
福
寺
所
蔵
万
葉

集
を
挙
げ
て
い
る
と
お
り
、
手
沢
本
・
諸
平
本
と
も
に
目
録
以
降
、
大
須
本）

13
（

と

の
本
文
の
異
同
が
記
さ
れ
て
い
る
。
手
沢
本
で
宣
長
の
考
え
で
あ
る
こ
と
を
示

す
「
宣
」
は
諸
平
本
で
は
「
鈴
」
に
置
き
換
え
ら
れ
、
手
沢
本
で
は
「
師
」
と

し
て
い
る
真
淵
説
を
「
縣
居
」「
岡
部
翁
」「
岡
」
と
置
き
換
え
て
い
る
が
、
内

容
は
一
致
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
手
沢
本
と
無
関
係
に
諸
平
本
は
あ
り
え
な

い
。
た
だ
し
、
手
沢
本
に
な
い
注
も
数
多
く
加
え
ら
れ
て
い
た
。

宣
長
手
沢
本
は
全
二
十
巻
が
揃
っ
て
い
る
。
巻
二
十
末
尾
の
奥
書）

14
（

に
よ
る
と
、

一
七
五
七
年
、
宣
長
が
堀
景
山
経
由
で
今
井
似
閑
説
の
万
葉
集
を
得
て
、
宣
長

自
身
の
万
葉
集
（
寛
永
版
本
）
に
写
し
入
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
ら
に
そ
の
後
宣
長
は
万
葉
集
の
講
義
を
は
じ
め
、
一
七
六
一
年
か
ら
一
七

七
三
年
ま
で
一
回
目
、
一
七
七
五
年
か
ら
一
七
八
六
年
に
二
回
目
、
そ
の
後
も

宣
長
が
亡
く
な
る
ま
で
万
葉
集
講
義
の
機
会
が
あ
っ
た
。
そ
の
間
に
手
沢
本
へ

の
書
き
入
れ
が
蓄
積
し
て
い
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
一
七
五
七
年
に
書
写
し
た
今

井
似
閑
説
万
葉
集
に
す
で
に
契
沖
・
代
匠
記
の
説
に
よ
る
書
き
入
れ
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
宣
長
手
沢
本
の
書
き
入
れ
は
非
常
に
複
雑
な
も
の
で
あ
る
と
い
え

①
鈴
＝
本
居
宣
長
（
手
沢
本
で
は
「
宣
」）

④
縣
居
＝
賀
茂
真
淵
（
手
沢
本
で
は
「
師
」）

⑥
岡
＝
岡
部

賀
茂
真
淵
（
手
沢
本
で
は
「
師
」）

⑧
正
明
＝
石
原
正

あ明
（
手
沢
本
で
は
「
石
原
正
聴
」）

⑦
谷
川
氏
＝
谷
川
士
清

⑨
道
麿
＝
田
中
道
麿
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＊
⑩
建
正
＝
本
居
建た

け
ま
さ正　

⑪
荷
田
御
風
（
手
沢
本
で
は
「
或
」「
羽
倉
御の

り
か
ぜ風
」）　

⑫
山
路
介
寿
＝
山
地
介す

け
と
し寿

＊
⑬
久
葛
＝
藤
本
久ひ

さ
つ
ら葛　

⑭
千
蔭
＝
橘
（
加
藤
）
千
蔭

＊
⑮
諸
平
＝
加
納
諸
平

＊
⑯
玉
勝
間　

⑰
逍
遙
院
口
伝　

⑱
尾
張
人
本
麻
呂
＝
山
脇
元
貞

⑲
千
楯
＝
城
戸
千
楯

⑳
東
麻
呂
＝
荷
田
春
満
（
手
沢
本
で
は
「
或
」）

㉑
磯
足
＝
加
藤
磯
足　

田
中
道
麿
の
門
人

㉒
中
（
手
沢
本
で
は
冲
）
＝
契
沖

＊
㉓
遠
鏡
＝
古
今
集
遠
鏡　

＊
㉔
記
伝
＝
古
事
記
伝　

＊
㉕
玉
小
琴
＝
玉
の
小
琴　

＊
㉖
解
＝
略
解　

諸
平
は
手
沢
本
を
書
写
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
自
身
で
多
く
を
補
っ
た
。
文

字
数
（
分
量
）
と
し
て
は
手
沢
本
に
基
づ
く
注
が
多
い
が
、
引
用
元
の
種
類
と

し
て
は
数
多
く
諸
平
自
身
追
加
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
後
述
す
る
が
、
こ

れ
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
古
典
資
料
を
引
い
て
い
る
。

諸
平
が
加
え
た
も
の
に
つ
い
て
、
②
「
本
居
氏
」
③
「
師
」
は
手
沢
本
に
一

致
箇
所
が
な
く
、
誰
を
指
す
か
判
然
と
し
な
い
。
⑤
万
葉
考
と
と
も
に
次
節
で

検
討
す
る
。

⑩
本
居
建た

け
ま
さ正
は
本
居
大
平
の
子
で
、
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
年
三
二
歳
で

没
。
宣
長
よ
り
後
の
時
代
の
人
で
あ
り
、
手
沢
本
に
は
該
当
箇
所
が
な
い
。
諸

平
よ
り
年
上
で
あ
る
。

⑬
藤
本
久ひ

さ
つ
ら葛

は
宣
長
・
春
庭
の
門
人
。
文
政
一
二
年
（
一
八
二
九
）
六
五
歳

で
没
。
宣
長
の
手
沢
本
書
き
入
れ
時
期
と
活
動
時
期
が
重
な
っ
て
い
る
可
能
性

も
あ
る
が
、
手
沢
本
巻
一
に
は
該
当
箇
所
が
な
い
。

⑯
㉓
㉔
㉕
の
よ
う
に
、
手
沢
本
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
他
の
宣
長
の
著
作
に

よ
っ
て
注
を
補
っ
て
い
る
。
ま
た
、
手
沢
本
に
あ
る
千
蔭
説
だ
け
で
は
な
く
、

㉖
の
よ
う
に
略
解
か
ら
も
引
用
し
て
い
る
。

ま
た
、
手
沢
本
に
あ
り
な
が
ら
、
諸
平
が
写
さ
な
か
っ
た
も
の
も
あ
る
。
諸

平
本
に
お
い
て
は
訓
を
断
片
的
に
し
か
付
し
て
お
ら
ず
、
歌
の
訓
へ
の
興
味
が

う
す
い
。
宣
長
の
訓
や
誤
字
・
脱
字
説
も
採
用
し
て
い
な
い
も
の
が
散
見
さ
れ

る
（
論
文
末
画
像
５
・
６
）。

一
方
、
諸
平
本
は
手
沢
本
と
比
べ
て
日
本
書
紀
の
引
用
が
格
段
に
多
く
、
逐

一
引
用
し
て
い
る
。
歌
自
体
よ
り
も
題
詞
・
左
注
へ
の
興
味
が
強
く
、
手
沢
本

に
な
い
注
と
し
て
新
撰
姓
氏
録
・
大
和
志
・
帝
王
編
年
記
・
通
語
・
唐
書
・
常

陸
風
土
記
・
今
昔
物
語
集
・
神
名
帳
・
釈
日
本
紀
・
懐
風
藻
な
ど
の
引
用
を
加

え
て
い
る
。
万
葉
集
の
歌
の
解
釈
よ
り
、
歌
が
詠
ま
れ
た
背
景
と
な
る
地
理
・

荷
田
御
風
（
手
沢
本
で
は
「
或
」「
羽
倉
御の

か
ぜ風
」

山
路
介
寿
＝
山
地
介す

け

寿

逍
遙
院
口
伝

⑱
尾
張
人
本
麻
呂
＝
山
脇
元
貞

⑲
千
楯
＝
城
戸
千
楯

㉑
磯
足
＝
加
藤
磯
足

田
中
道
麿
の
門
人

㉒
中
（
手
沢
本
で
は
冲
）
＝
契
沖

千
蔭
＝
橘
（
加
藤
）
千
蔭



―28―

『万葉古代学研究年報』第19 号（2021 年）

三
歌
の
注
で
師
説
が
考
（
真
淵
）
の
説
と
一
致
し
な
い
こ
と
、
五
七
歌
の
師

説
が
古
事
記
伝
の
説
を
援
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
師
説
は
真
淵
で
は
な
く
宣

長
の
流
れ
に
あ
る
説
で
あ
る
と
い
え
る
。「
師
」
は
大
平
の
可
能
性
が
高
い
と

推
察
す
る
が
、
本
論
の
段
階
で
は
調
査
が
行
き
届
か
ず
未
確
定
で
あ
る
。

前
節
で
見
た
と
お
り
手
沢
本
で
は
す
で
に
真
淵
説
が
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、

さ
ら
に
諸
平
は
「
万
葉
考
」
に
基
づ
い
て
二
十
例
以
上
引
用
を
追
加
し
て
い
る
。

そ
の
上
、
引
用
元
を
示
さ
な
い
書
き
入
れ
に
も
万
葉
考
に
基
づ
く
も
の
が
散
見

さ
れ
る
。

た
と
え
ば
、
二
〇
歌
の
注
と
し
て
諸
平
が
「
薬
狩
ハ
推
古
ニ
始
ル
鹿
ノ
若
角

ヲ
ト
ラ
ン
ト
ト
テ
ノ
猟
也　

草
ヲ
ト
ル
ト
云
ハ
誤
也　

キ
ソ
ヒ
カ
リ
ト
モ
云
第

十
七
」
と
手
沢
本
を
引
用
し
た
後
、「
又
五
月
五
日
ニ
百
草
ヲ
ト
ル
事
モ
ア
リ
」

と
、
手
沢
本
に
矛
盾
す
る
よ
う
な
説
を
追
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
万
葉
考）

17
（

の

「
さ
て
か
ら
国
の
医
の
ふ
み
ど
も
に
、
四
・
五
月
鹿
の
茸
を
取
こ
と
多
く
見
え
、

又
五
月
五
日
に
百
草
を
採
る
こ
と
も
見
ゆ
」
に
基
づ
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
二
二
歌
の
波
多
横
山
巌
に
つ
い
て
、
諸
平
本
に
は
手
沢
本
に
な
い
「
神
名

帳
伊
勢
国
壹
志
郡
波
多
神
社　

和
名
抄
同
郡
八
太
里
今
モ
八
太
里
横
山
ト
云
ア

リ
テ
大
ナ
ル
岩
ド
モ
川
ヘ
ニ
多
シ
ト
申
」
と
い
う
注
が
あ
る
。
万
葉
考
に
「
神

名
式
に
、
伊
勢
国
壹
伊
勢
国
壹
志
郡
波
多
神
社
、
和
名
抄
に
、
同
郡
に
八
太
郷

あ
り
…
今
も
八
太
里
あ
り
、
其
一
里
ば
か
り
彼
方
に
、
か
い
と
う
と
い
ふ
村
に

横
山
あ
り
、
そ
こ
に
大
な
る
巌
ど
も
川
邊
に
も
多
し
、
是
な
ら
ん
と
お
ぼ
ゆ
」

と
あ
り
、
語
句
が
共
通
す
る
。

歴
史
の
方
に
書
き
入
れ
の
主
眼
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

四
　
万
葉
考
の
利
用
・
引
用

前
節
で
諸
平
本
が
「
本
居
氏
」「
師
」
と
す
る
書
き
入
れ
が
手
沢
本
に
は
な

い
こ
と
を
指
摘
し
た
。「
本
居
氏
」
は
一
例
の
み
、
二
八
歌
の
藤
原
宮
の
注
と

し
て
「
本
居
氏
曰
其
地
在
香
具
山
西
耳
梨
山
南
」
と
あ
る
。
説
明
が
一
般
的
な

も
の
で
あ
り
、何
に
基
づ
い
た
か
判
別
し
が
た
い
。
ま
た
、「
師
」説
は
五
例
あ
る
。

〔
三
歌
〕　

師
云
中
皇
命
ハ
ナ
カ
ノ
ミ
コ
ノ
ミ
コ
ト
ゝ
ヨ
マ
ン
カ　

御
兄
命
ヲ
オ

ホ
エ
ト
申
セ
ハ
也　

考
ニ
女
ノ
字
ヲ
補
タ
ル
モ
古
事
記
ニ
ハ
男
皇
ヲ
モ
女
皇
ヲ

モ
ミ
コ
ト
ゝ
ヨ
ミ
タ
リ　
（
７
ウ
）

〔
二
三
歌
〕　

師
云
イ
ラ
コ
ガ
シ
マ　

イ
ラ
コ
能
シ
マ
ト
ア
レ
ハ
の
ト
が
ト
ハ
差

別
ナ
キ
カ　

モ
シ
差
別
ナ
ク
ハ
コ
ノ
二
首
ヲ
証
ト
ス
ベ
シ　

又
思
フ
ニ
荷
ハ
ノ

ト
ヨ
ム
ヘ
キ
カ　

ノ
サ
キ
ノ
例
也
（
15
オ
）

〔
二
四
歌
〕　

師
云
コ
コ
ノ・

歌
ヲ
証
ト
シ
テ
紀
文
ヲ
却
テ
誤
ト
セ
ン
モ
ナ
ニ
コ
ト

カ
ア
ラ
ン
（
15
ウ
）

〔
三
〇
歌
〕　

師
云
今
モ
勢
ノ
山
村
ト
云
ア
リ　

サ
テ
歌
ニ
ハ
セ
能
山
ト
カ
ク
ト

モ
詞
書
元
勢
ノ
山　

能
ハ
書
マ
ジ
キ
事
ナ
ル
ヲ
イ
カ
ガ
（
18
オ
）

〔
五
七
歌
〕　

榛
原
ト
云
文
字
ハ
神
武
紀
ノ
十
九
丁
ニ
ア
リ　

コ
レ
ヲ
今
ノ
萩
原

ノ
駅
ノ
事
ナ
ラ
ン
ト
紀
傳
十
八
ノ
卅
丁
ニ
ア
リ　

師
云
榛
原
ト
萩
原
ト
同
処
ナ

ラ
ハ
榛
ヲ
は
き
ト
ヨ
メ
ル
説
モ
ス
テ
カ
タ
シ
（
25
オ
）
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二
五
歌
の
耳
我
嶺
に
つ
い
て
、諸
平
本
は「
今
昔
ニ
此
嶺
ニ
金
多
キ
事
ア
リ
」

「
源
夕
兒
枕
草
子
御
た
け
さ
う
し
」「
形
甕
ニ
似
タ
ル
ユ
ヘ
カ　

考
ニ
金
ノ
ミ

タ
ケ
ナ
ラ
ン
ト
云
説
ア
リ
」
と
し
て
い
る
が
、
万
葉
考
の
別
記
に
「
此
山
の
形

大
き
な
る
甕
に
似
た
れ
ば
に
や
あ
ら
ん
」「
源
氏
夕
兒
物
語
に
、
御
た
け
さ
う

じ
に
ぬ
か
づ
く
声
を
聞
て
…
今
昔
物
語
に
、
此
嶺
に
こ
が
ね
多
き
事
い
ひ
し
を

…
」
と
あ
る
。

そ
の
ほ
か
万
葉
考
を
参
照
し
た
と
思
わ
れ
る
例
に
、

諸
平
本
「
天
皇
マ
ダ
清
御
原
宮
ニ
オ
ハ
シ
マ
ス
時
ノ
御
歌
ナ
ル
事
下
ノ
歌
ニ
テ

シ
ラ
ル
サ
レ
ド
天
武
天
皇
崩
マ
シ
テ
ヨ
リ
ハ
藤
原
宮
ノ
中
ニ
入
ル
例
也
」

考
「
こ
は
持
統
天
皇
ま
だ
清
御
原
宮
に
お
は
し
ま
す
時
な
る
事
、
下
の
歌
に
て

し
ら
る
、
さ
れ
ど
天
武
天
皇
崩
ま
し
て
よ
り
は
藤
原
宮
の
中
に
入
る
例
也
」

諸
平
本
「
集
中
冷
不
楽
ナ
ト
カ
ケ
リ
」

考
「
佐
夫
思
は
集
中
に
、
冷
・
不
楽
・
不
怜
な
ど
書
つ
」

諸
平
本
「
志
摩
国
英
虞
郡
コ
コ
ニ
行
宮
ア
レ
ハ
京
ヨ
リ
オ
シ
ハ
カ
リ
テ
ヨ
メ
ル

也
」「
海
士
ヲ
ト
メ
ナ
ラ
ヌ
宮
中　

裾
ニ
潮
ミ
ツ
ト
イ
ヘ
ル
事
メ
ツ
ラ
シ
」

考
「
こ
は
志
摩
国
英
虞
郡
の
浦
也　

行
宮
こ
ゝ
に
在
こ
と
を
聞
て
お
し
は
か
り

に
よ
め
る
也
」「
海
を
と
め
こ
そ
あ
ら
め
、
宮
女
た
ち
の
赤
も
の
す
そ
に
汐
み

ち
来
な
ん
は
、
め
づ
ら
し
く
面
白
き
事
を
思
ひ
た
り
」

諸
平
本
「
或
本
注
云
大
宝
元
正
月
遣
唐
使
民
部
卿
粟
田
真
人
朝
臣
以
下
六
十
人

乗
船
立
双
小
商
監
従
七
位
中
宮
少
進
美
奴
連
岡
麻
呂
云
々
ト
ア
リ
」

考
「
古
本
の
傍
注
に
…
」
以
下
同
じ

諸
平
本
「
道
行
云
々
ト
イ
ヘ
ル
ハ
陸
ノ
道
ヲ
モ
ユ
ケ
ハ
カ
ク
イ
ヘ
ル
ナ
リ
」

考
「
人
は
道
に
の
ぼ
り
て
も
行
」

な
ど
が
あ
る
。

諸
平
は
宣
長
手
沢
本
を
書
写
し
、
宣
長
の
著
作
か
ら
も
注
を
補
い
記
し
た
。

宣
長
説
を
重
視
す
る
一
方
で
、
さ
ら
に
万
葉
考
か
ら
真
淵
の
考
え
を
積
極
的
に

引
用
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
、
こ
れ
ら
の
多
数
の
例
か
ら
わ
か
る
の
で
あ
る
。

五
　
諸
平
が
重
視
し
た
も
の
　
　

以
上
の
よ
う
に
、
手
沢
本
お
よ
び
万
葉
考
と
の
比
較
に
よ
っ
て
、
諸
平
が
真

淵
・
宣
長
の
学
問
を
継
承
し
、
手
沢
本
に
則
り
な
が
ら
も
さ
ら
に
そ
れ
を
補
充

し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
れ
が
訓
よ
り
も
、
題
詞
左
注

な
ど
歌
の
背
景
の
方
に
関
心
を
寄
せ
つ
つ
引
用
し
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ

た
。諸

平
は
先
人
か
ら
学
ぶ
だ
け
で
終
わ
っ
た
の
で
は
な
く
、
独
自
の
解
釈
も
盛

り
込
ん
で
い
る
。
特
に
諸
平
本
の
中
で
、「
諸
平
按
」
と
し
た
長
文
の
注
記
が

三
か
所
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
諸
平
の
考
え
が
直
接
記
さ
れ
た
部
分
で
あ

る
た
め
、
内
容
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
一
か
所
目
は
三
四
歌
に
つ
い
て
の
注

記
で
、
貼
紙
に
書
か
れ
て
い
る
。

（
１
）
諸
平
按
ニ
白
浪
ヘ
ヨ
ス
ル
濱
松
ハ
イ
ツ
コ
ノ
浦
ニ
テ
モ
ア
リ
ヌ
ヘ

ケ
レ
ト
此
歌
ノ
意
ヲ
深
ク
考
フ
ル
ニ
牟
婁
温
泉
行
幸
ノ
道
路
ニ
テ
行
宮
ノ
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「
松
」
が
、
有
間
皇
子
の
磐
代
の
結
び
松
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。
川

島
皇
子
の
歌
の
年
代
と
有
間
皇
子
の
歌
の
年
代
を
正
確
に
把
握
し
、
三
三
年
間

の
こ
と
を
「
幾
代
」
と
歌
う
の
は
そ
の
間
に
世
の
中
が
大
き
く
変
化
し
、
年
代

以
上
に
時
代
が
変
化
し
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
と
示
唆
す
る
。
懐
風
藻
や
続

日
本
紀
を
引
用
し
、
人
物
や
年
代
観
を
確
か
め
て
い
る
。

二
か
所
目
は
三
五
歌
に
つ
い
て
の
注
記
で
、
貼
紙
に
書
か
れ
て
い
る
。

（
２
）
諸
平
按　

阿
閉
皇
女
ハ
日
並
皇
子
尊
ノ
御
妃
ニ
マ
シ
マ
シ
夫
君
日

並
ハ
持
統
三
年
ニ
薨
シ
【
御
年
廿
八
】
給
シ
カ
ハ
此
行
幸
ノ
時
ハ
皇
女

ハ
天
武
十
二
年
ニ
御
年
廿
三
ニ
テ
天
皇
ヲ
生
ミ
奉
レ
ハ
此
時
ハ
三
十
坐

セ
リ

此
御
歌
ニ
大
和
ニ
シ
テ
ハ
ワ
ガ
恋
フ
ル
先
年
日
並
皇
子
ノ
没
シ
タ
マ
ヒ
シ

事
ヲ
イ
ツ
モ
オ
モ
ヒ
玉
テ
ハ
立
奉
レ
ル
ニ
紀
伊
ニ
ハ
背
ノ
君
ノ
名
負
ヘ
ル

山
ア
リ
ト
キ
キ
シ
ユ
ヘ
紀
伊
ニ
行
カ
バ
背
ノ
君
ニ
モ
ア
ハ
ン
カ
ト
テ
コ
シ

ヲ
コ
レ
カ
カ
ノ
恋
兄
ノ
山
カ
山
ノ
名
ノ
ミ
ニ
テ
背
ノ
君
ノ
オ
モ
カ
ケ
モ
ナ

キ
事
ヨ
ト
歎
シ
タ
マ
ヘ
ル
ニ
テ
憾
深
シ

と
、
阿
閉
皇
女
の
年
齢
や
前
年
夫
の
日
並
皇
子
が
亡
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確

認
し
、
紀
伊
に
行
け
ば
恋
し
い
夫
に
会
え
る
か
と
思
っ
た
が
、
背
の
山
は
「
背

（
夫
）」
と
い
う
名
前
ば
か
り
で
夫
の
面
影
も
な
い
と
嘆
く
歌
だ
と
説
明
し
て
い

る
。
事
実
に
照
ら
し
て
歌
の
背
景
や
心
情
を
説
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

三
か
所
目
は
三
十
六
歌
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
れ
は
頭
注
で
あ
る
。

（
３
）
諸
平
按
此
歌
四
年
紀
行
幸
ト
六
年
伊
勢
行
幸
ト
ノ
間
ニ
ア
リ
テ
此

ア
リ
シ
磐
代
ナ
ル
ヘ
シ
◎
「
二
ノ
廿
二
丁
」
磐
白
ノ
濱
松
ケ
枝
ヲ
ト
有
馬

ノ
皇
子
ノ
ヨ
マ
レ
タ
ル
濱
松
ケ
枝
ト
同
シ
ク
◎
サ
テ
此
川
島
皇
子
ハ
天
智

天
皇
ノ
二
子
ニ
テ
斉
明
四
年
ニ
天
智
帝
皇
太
子
ト
マ
シ
ケ
ル
時
斉
明
帝
ニ

従
ヒ
テ
温
泉
ニ
坐
シ
ケ
ル
時
此
磐
代
ノ
行
宮
ニ
宿
玉
ヒ
其
時
此
所
ニ
テ
松

ケ
枝
ニ
手
向
シ
タ
マ
ヘ
ル
草
ノ
ソ
ノ
マ
マ
ニ
ア
ル
ヲ
見
玉
ヒ
テ
往
事
ヲ
思

ヒ
テ
ヨ
ミ
タ
マ
ヘ
ル
ニ
テ
憾
深
シ　

斉
明
四
年
ヨ
リ
持
統
四
年
マ
テ
ハ
終

ニ
三
十
三
年
ニ
テ
斉
明
天
智
天
武
持
統
ノ
四
代
ナ
ル
ヲ
幾
代
マ
テ
ト
ヨ
マ

レ
タ
ル
ハ
其
三
十
余
年
ノ
間
ニ
有
馬
皇
子
ノ
事
ナ
ト
ヨ
リ
ハ
シ
メ
テ
壬
申

ノ
大
乱
ノ
如
キ
事
ア
リ
シ
ヲ
下
ニ
オ
モ
ヒ
テ
カ
ク
幾
百
年
ヲ
モ
経
シ
ヤ
ウ

ニ
世
ノ
沿
革
ヲ
歎
キ
テ
ヨ
ミ
タ
マ
ヘ
ル
ナ
リ　

此
皇
子
ハ
懐
風
藻
ニ
資
性

温
裕
度
量
弘
雅
ト
ア
リ
テ
忍
壁
王
ナ
ト
ト
帝
紀
ハ
タ
上
古
ノ
事
ヲ
撰
シ
タ

マ
ヘ
ル
皇
子
ニ
マ
シ
マ
セ
バ
ナ
ミ
ナ
ミ
ナ
ラ
ヌ
事
知
ヘ
シ　

此
歌
ヨ
ミ
タ
マ
ヘ
ル
ハ
皇
子
ノ
三
十
四
ノ
御
年
ナ
リ　

サ
テ
終
ノ
間
ヲ
幾

代
マ
テ
ト
欲
シ
タ
マ
ヘ
ル
ニ
似
タ
ル
事
ハ
続
紀
神
亀
元
年
十
月
僧
尼
ニ
シ

テ
夕
籍
ヲ
勘
検
ス
ル
事
ヲ
イ
ヘ
ル
條
ニ
白
鳳
以
来
朱
雀
以
前
年
代
玄
遠
難

明
ト
ア
ル
朱
雀
白
鳳
ハ
終
ナ
ル
間
ヲ
壬
申
ノ
大
乱
ニ
テ
ア
ラ
ハ
ニ
ハ
記
シ

カ
タ
キ
事
ア
リ
テ
カ
ク
イ
ヘ
ル
年
代
玄
遠
ニ
照
シ
テ
思
フ
ニ
マ
ス
マ
ス
憾

深
シ或

云
山
上
憶
良
ト
ア
ル
ハ
二
ノ
巻
ニ
オ
ク
ラ
カ
結
松
ノ
歌
ア
ル
ニ
ヨ
リ

混
シ
タ
ル
伝
ナ
カ
ラ
此
歌
磐
代
ニ
テ
ノ
歌
ナ
ル
証
ト
ハ
ス
ベ
シ

こ
れ
が
諸
平
本
の
中
で
も
っ
と
も
長
文
の
注
記
で
あ
る
。
川
島
皇
子
の
歌
の
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歌
ニ
花
チ
ラ
フ
ト
ア
ル
ニ
ヨ
ル
ニ
紀
ニ
五
年
四
月
十
六
日
行
幸
ト
ア
ル
時

ナ
ル
事
幸
記
モ
時
節
モ
カ
ナ
ヒ
又
次
ノ
長
歌
ニ
鵜
河
ヲ
立
ト
ア
ル
ニ
モ
カ

ナ
フ
ナ
リ
七
日
フ
リ
ニ
テ
廿
二
日
ニ
カ
ヘ
ラ
セ
玉
ヘ
リ

こ
れ
は
歌
の
表
現
と
日
本
書
紀
の
記
述
か
ら
、
吉
野
行
幸
の
時
期
を
確
定
し
よ

う
と
す
る
注
記
で
あ
る
。

既
に
諸
平
が
日
本
書
紀
や
続
日
本
紀
の
補
助
と
し
て
万
葉
集
を
活
用
し
よ
う

と
し
て
い
た
こ
と
を
見
た
。
長
文
の
書
き
入
れ
も
そ
の
営
み
の
一
貫
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
貼
紙
で
記
さ
れ
た
（
１
）（
２
）
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
も
紀
伊
で
の

歌
で
あ
る
こ
と
、
諸
平
の
「
憾
深
シ
」）

18
（

と
い
う
感
想
ま
で
繰
り
返
し
書
か
れ
て

い
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
だ
ろ
う
。
諸
平
は
十
代
の
こ
ろ
か
ら
紀
伊
に
住
み
、

万
葉
集
研
究
を
志
す
時
期
に
『
紀
伊
国
名
所
図
会
』
第
三
編
新
撰
を
命
じ
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
二
枚
の
貼
紙
が
そ
の
営
み
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
な

お
か
つ
研
究
や
任
務
を
越
え
て
、
紀
伊
で
詠
ま
れ
た
万
葉
歌
に
深
い
思
い
入
れ

が
あ
っ
た
こ
と
も
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

六
　
お
わ
り
に

以
上
の
よ
う
に
、
万
葉
文
化
館
蔵
『
萬
葉
集
巻
第
一
』
の
著
者
を
暫
定
的
に

加
納
諸
平
と
認
め
、
手
沢
本
と
の
比
較
を
試
み
た
。
考
察
を
通
し
て
、
宣
長
の

書
き
入
れ
を
多
く
受
け
継
ぎ
な
が
ら
も
、
諸
平
自
身
が
少
な
か
ら
ず
補
記
し
て

い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
補
っ
た
内
容
も
や
は
り
賀
茂
真
淵
・
本
居
宣
長
・

橘
千
蔭
な
ど
、
国
学
の
先
達
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
独
自
の
注
も
付

し
、
地
理
・
歴
史
考
証
へ
の
関
心
、
紀
伊
へ
の
思
い
が
反
映
さ
れ
て
い
た
。

巻
一
は
最
初
の
巻
で
も
あ
り
、
真
っ
先
に
着
手
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し

て
山
本
氏
の
解
説
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
急
逝
す
る
直
前
ま
で
愛
着
を
も
っ
た
巻

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
お
び
た
だ
し
い
朱
の
書
き
入
れ
に
諸
平
の
情
熱
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
。

諸
平
の
そ
の
他
の
著
作
と
の
関
連
な
ど
、
考
察
す
べ
き
点
は
多
く
残
さ
れ
て

い
る
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
諸
平
が
万
葉
集
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
た
の
か

一
端
を
明
ら
か
に
し
え
た
と
こ
ろ
で
結
び
と
し
た
い
。

註
（
１
）
当
館
整
理
番
号
ロ
の
32
、
縦
二
七
．
四
㎝
、
横
一
九
．
三
㎝
、
袋
綴
一
冊
。

（
2
）
奥
書
を
含
め
て
全
部
で
32
丁
分
あ
る
が
、
寛
永
版
本
で
は
巻
頭
奥
書
部
分
の
丁
数
は

含
め
ず
目
録
か
ら
１
丁
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
便
宜
上
そ
の
数
え
方
に
合
わ
せ
る
。

（
3
）
担
当
坂
本
信
幸
、
上
野
誠
、
垣
見
修
司
。

（
4
）
加
納
諸
平
以
外
に
「
諸
平
」
の
名
を
も
つ
国
学
者
は
伝
わ
っ
て
お
ら
ず
、
論
者
も
写

本
中
の
「
諸
平
」
は
加
納
諸
平
の
こ
と
と
認
め
る
。

（
5
）
乾
善
彦
「
万
葉
集
を
よ
ん
だ
人
々
・
人
々
の
よ
ん
だ
万
葉
集
―
付
、
万
葉
文
化
館
蔵

万
葉
集
お
よ
び
万
葉
集
関
連
書
籍
―
」（『
万
葉
古
代
学
研
究
年
報
』
第
十
七
号　

二

〇
一
九
年
三
月
）

（
6
）
①https://kotenseki.nijl.ac.jp/biblio/100026390

「
貫
之
主
の
か
か
れ
た
る
古
今

集
」（
マ
イ
ク
ロ
表
紙
「
加
納
諸
平
批
評
」
東
洋
大
学
稲
葉
文
庫　

写
本
二
冊
。
但
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一
七
年
九
月　

獨
協
大
学
国
際
教
養
学
部
言
語
文
化
学
科
）

（
13
）
城
崎
氏
前
掲
論
文
に
「
当
寺
に
は
現
在
の
『
万
葉
集
』
の
テ
キ
ス
ト
は
伝
来
し
て
い

な
い
が
（
中
略
）
巻
一
の
み
零
本
と
し
て
一
本
が
伝
来
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
」

等
の
説
明
が
あ
る
。

（
14
）
本
居
宣
長
記
念
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
よ
う
こ
そ
宣
長
ワ
ー
ル
ド
へ
」
内
「
宣
長
の
使
っ

た
古
典
の
テ
キ
ス
ト
」
の
解
説
を
引
用
す
る
。

『
万
葉
集
』
は
、
寛
永
版
本
と
呼
ば
れ
る
本
を
使
用
。

『
万
葉
集
』
版
本
・
宣
長
書
入
本
・
20
冊
。
袋
綴
冊
子
装
。
紺
表
紙
。
楮
紙
。
縦

27.8cm

、
横19.1cm

。

墨
付
（
１
）
34
（
裏
表
紙
含
）（
以
下
略
）

外
題
（
題
簽
）「
万
葉
和
歌
集
一
（
〜
廿
）」。

内
題
書
名
同
。
蔵
書
印
「
鈴
屋
之
印
」。

【
刊
記
】

「
寛
永
弐
拾
年
【
癸
未
】
蝋
月
吉
日
、
洛
陽
三
条
寺
町
誓
願
寺
前
安
田
十
兵
衛
新
刊
」

【
奥
書
】 「
右
万
葉
集
二
十
巻
、
以
景
山
屈
先
生
家
蔵
本
校
正
之
、
至
如
冠
註
旁
註
亦

皆
拠
其
本
已
、
此
本
也
先
生
所
自
校
正
、
蓋
以
契
冲
先
師
代
匠
記
為
拠
、
如
其
称
師

云
則
今
井
似
閑
翁
之
説
也
翁
亦
契
冲
之
門
人
也
、
先
生
与
似
閑
之
門
人
樋
口
老
人
宗

武
友
善
、
是
故
先
生
以
其
本
校
正
、
訓
点
冠
註
旁
註
之
則
実
契
冲
伝
説
之
義
、
不
待

代
匠
記
而
明
焉
者
也
、
予
深
崇
信
之
以
余
力
写
之
蔵
巾
笥
為
秘
珍
矣
、
後
之
閲
者
勿

忽
諸
爾
、
宝
暦
七
年
丁
丑
五
月
九
日
卒
業
于
平
安
室
坊
寓
居
、
神
風
伊
勢
意
須
比
飯

高
蕣
庵
本
居
宣
長
謹
」。 

「
天
明
六
年
丙
午
十
月
十
二
日
夜
会
読
卒
業
」

【
参
考
】

『
宝
暦
二
年
以
後
購
求
謄
写
書
籍
』
宝
暦
６
年
10
月
条
に
「
万
葉
集
、廿
冊
、卅
五
匁
」

と
あ
る
。
付
箋
（
宣
長
筆
）
２
７
８
枚
。
書
き
入
れ
多
し
。
特
に
荒
木
田
久
老
や
門

人
説
を
そ
の
名
を
明
記
し
引
く
こ
と
多
し
。
本
書
の
書
き
入
れ
を
写
し
た
本
が
各
所

に
伝
存
す
る
。
鈴
屋
来
訪
時
に
書
写
し
た
も
の
か
。
例
え
ば
帆
足
長
秋
も
そ
の
一
人

し
一
冊
は
草
稿
、
一
冊
は
清
書
で
、
草
稿
の
方
が
当
館
所
蔵
一
巻
に
近
い
）
お
よ
び

②https://kotenseki.nijl.ac.jp/biblio/100026513/

（
マ
イ
ク
ロ
表
紙
「
加
納
諸

平
」
稲
葉
文
庫
三
枚
。
頭
注
カ
タ
カ
ナ
）。

（
7
）
こ
の
例
は
「
タ
マ
ウ・
」
だ
が
、「
タ
マ
フ・
」
の
書
入
れ
も
あ
り
、右
の
例
と
矛
盾
し
な
い
。

（
8
）『
加
納
諸
平
の
研
究
』（
初
音
書
房　

一
九
六
一
）
第
三
章
第
四
節
。
な
お
山
本
嘉
将

氏
の
も
と
に
あ
っ
た
加
納
諸
平
関
係
資
料
は
、
東
洋
大
学
附
属
図
書
館
稲と

う
よ
う葉

文
庫
に

寄
贈
さ
れ
た
。
ま
た
そ
の
多
く
は
国
文
研
に
よ
っ
て
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
撮
影
さ
れ
、

公
開
さ
れ
て
い
る
。

（
9
）「
加
納
諸
平
書
簡
」https://kotenseki.nijl.ac.jp/biblio/100026502

が
こ
れ
に
相

当
す
る
。
引
用
部
分
は
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
５
コ
マ
目
。

（
10
）
大
内
瑞
恵
「
近
世
国
学
と
鷲
見
文
庫
―
東
洋
大
学
附
属
図
書
館
蔵
稲
葉
文
庫
目
録
と

研
究
２
」（『
東
洋
大
学
大
学
院
紀
要
』
五
十
五
号　

二
〇
一
九
年
三
月
）
に
よ
る
、

仮
番
号
197
、

柿
園
講
席　

万
葉
集　

加
納
諸
平
篇　

写
（
仮
綴
）
２
冊　

①
桐
林
広
滋
草
稿
か
。
②
「
萬
葉
二
ノ
巻
磐
姫
皇
后
の
御
哥
」。

メ
モ
「
加
納
諸
平
桐
林
広
滋
答
問
録
」
各
自
筆　

が
こ
れ
に
あ
た
る
と
思
わ
れ
る
が
未
見
。「
メ
モ
」
と
は
旧
蔵
の
山
本
嘉
将
氏
に
よ

る
注
記
で
あ
る
。
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
公
開
は
さ
れ
て
い
な
い
。

（
11
）
宣
長
書
き
入
れ
本
は
鈴
屋
本
と
も
よ
ば
れ
る
が
（
大
久
保
正
「
解
題
」『
本
居
宣
長
全

集
』
６　

筑
摩
書
房　

一
九
七
〇
年
）、
所
蔵
元
で
あ
る
本
居
宣
長
記
念
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
『
万
葉
集
』
の
解
説
（「
主
要
収
蔵
品
」
内
「
６　

宣
長
の
学
問
」）、

27
歳
の
時
に
購
入
。お
び
た
だ
し
い
書
き
込
み
が
あ
る
宣
長
手
沢
本
。（
国
重
文
）

と
の
記
述
に
従
い
、
本
稿
で
は
「（
宣
長
）
手
沢
本
」
と
呼
ぶ
。

（
12
）
城
崎
陽
子
「
本
居
宣
長
記
念
館
蔵
「
本
居
宣
長
手
沢
本
『
万
葉
集
』」
に
お
け
る
注

釈
と
環
境
」（『
マ
テ
シ
ス
・
ウ
ニ
ウ
ェ
ル
サ
リ
ス 

= M
athesis universalis 

: 
bulletin

of the D
epartm

ent ofInterdisciplinary Studies 

』
19
―
１　

二
〇
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で
あ
る
。

（
15
）
宣
長
手
沢
本
に
基
づ
い
た
写
本
群
が
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
お
り
（
前
掲
本
居
宣

長
記
念
館
解
説
、
お
よ
び
乾
喜
彦
氏
前
掲
論
文
）、
当
館
所
蔵
『
万
葉
集
傍
注
』
も

宣
長
手
沢
本
の
奥
書
を
も
つ
。
奥
書
の
続
き
に
由
来
が
記
さ
れ
、
手
沢
本
―
本
居

（
稲
掛
）
大
平
―
内
山
真
龍
―
堀
口
光
重
の
手
を
経
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、

諸
平
本
と
『
傍
注
』
に
共
通
す
る
書
き
入
れ
は
、
手
沢
本
と
共
通
す
る
部
分
の
み
で

あ
る
。
諸
平
が
基
づ
い
た
本
が
手
沢
本
で
あ
っ
て
も
以
下
の
写
本
で
あ
っ
て
も
、
＊

を
付
し
た
注
に
つ
い
て
は
諸
平
が
付
し
た
と
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
当
館
蔵『
万

葉
集
傍
注
』
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
考
察
し
た
い
。

（
16
）
読
み
方
お
よ
び
生
没
年
は
『
和
学
者
総
覧
』（
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
編　

汲

古
書
院　

一
九
九
〇
年
）
に
よ
る
。

（
17
）
万
葉
集
の
引
用
は
『
賀
茂
真
淵
全
集
』
巻
一
・
巻
二
（
続
群
書
類
聚
完
成
会　

一
九

七
七
年
）
に
よ
る
。

（
18
）「
憾
」
は
「
恨
」
の
意
だ
が
、
諸
平
本
に
お
け
る
「
憾
深
」
は
感
慨
深
い
、
思
う
と
こ

ろ
が
多
い
、
の
よ
う
な
意
と
考
え
る
。

付
記

本
稿
を
成
す
に
当
た
り
、
本
居
宣
長
手
沢
本
『
万
葉
集
』
の
閲
覧
お
よ
び
画
像

掲
載
（
画
像
２
・
４
・
６
）
に
つ
い
て
、
本
居
宣
長
記
念
館
よ
り
格
別
の
ご
高

配
を
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
、
加
納
諸
平
草
稿
の
画
像
掲
載
に
つ
い
て
東
洋
大
学

附
属
図
書
館
に
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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（
画
像
２　

本
居
宣
長
記
念
館
蔵　

宣
長
手
沢
本
万
葉
集　

６
ウ
・
７
オ
）

（
画
像
１　

万
葉
文
化
館
蔵　

萬
葉
集
巻
第
一　

６
ウ
・
７
オ
）

　

書
き
入
れ
内
容
は
手
沢
本
と
重
な
る
が
、
形
式
は
異
な
っ
て
い
る
。
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（
画
像
４　

本
居
宣
長
記
念
館
蔵　

宣
長
手
沢
本　

７
ウ
・
８
オ
）

（
画
像
３　

万
葉
文
化
館
蔵　

萬
葉
集
巻
第
一　

７
ウ
・
８
オ
）

　

手
沢
本
に
あ
る
清
濁
や
枕
詞
の
説
明
は
省
き
、「
中
皇
命
」
の
説
明
は
増
や
し
て
い
る
。
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（
画
像
６　

本
居
宣
長
記
念
館
蔵　

宣
長
手
沢
本　

29
ウ
・
30
オ
）

（
画
像
５　

万
葉
文
化
館
蔵　

萬
葉
集
巻
第
一　

29
ウ
）

　

手
沢
本
の
頭
注
を
書
き
入
れ
て
い
な
い
。
後
ろ
の
丁
が
欠
落
。
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